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2－3 遺伝力ウンセラーに求められる資質   
先の学会などによって遺伝力ウンセラーに求められている資質をまとめると，次のようになる。  
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（49．4％）が挙げられている。   
医療側からも患者側からも，医学的な知識はもちろんのこと，幅広い知識や能力，特に，心理  
的な理解や援助が強く求められていることがわかる。  





















を断っておきたい。   
遺伝カウンセリングでは，高度のプライバシーの保護が特に求められる。そこでの（遺伝）情  
報が漏れることによって，個人への差別や，結楯，就職時等の不利益が生じることもありうる。  
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（4）つなぐということ   
筆者は，遺伝カウンセリングにおいて，「つなぐ」ということが重要になってくるのではない  
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子と，実感や情動，日常性をつなぎ，対象化したために失われた主観をからだに取り戻して，か  































4－2 クライエントの抱える問題を適切に見立てるということ   
これまで見てきたように，遺伝や遺伝子の問題には，自己のアイデンティティや，家族関係の  
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あり様，これからの生き方など，クライエントの人生や対人関係も含めた存在全体についての問  
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が主体となって語る中でこそ，クライエントは自らの道を選んでいけるのではないか。   
語る中でクライエントは，「なぜ私が？」という問いにぶつかっていく。「なぜ私がこんな病気  
にかかってしまったのか？」「どうして私だけこんなに苦しまなければいけないのか？」そして，  














り，その関係性の中からクライエントの語りは生まれる。   
また，「沈黙」という語りも忘れてはならない。途方もない無力感や苦悩を前に，クライエン  
トは何も語れないかもしれない。われわれ心理療法家も，ただじっと共にいることしかできない  
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5．終わりに  
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